
　

平
成
30
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
や
10
月
の
台
風
な
ど
に
よ
り
、

多
く
の
山
地
災
害
、
流
木
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
全

て
の
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
林
野
庁
と
し
て
、

山
地
災
害
を
事
前
に
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
の
予
防
治
山
を
強
化
し
、

国
民
の
安
全
・
安
心
の
一
層
の
確
保
に
努
め
て
い
く
決
意
を
新
た
に

す
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、昨
年
末
の
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、森
林
環
境
税
（
仮
称
）

及
び
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
の
創
設
が
決
定
さ
れ
、
森
林
・
林

業
界
の
長
年
の
悲
願
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者

の
皆
様
方
に
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
が
平
成
36
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
る
の
に
先
立
っ
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
は
平

成
31
年
度
か
ら
譲
与
さ
れ
ま
す
。
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
森
林
の

公
益
的
機
能
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
、
ご
負
担
い
た
だ
く
国
民
の
方
々

か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る
形
で
税
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
、
都

道
府
県
ほ
か
森
林
・
林
業
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
取
組
を
本
年
か

ら
始
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
て
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人

工
林
の
多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
こ
の
豊
富
な
森
林

資
源
を
経
済
ベ
ー
ス
で
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
経
済
ベ
ー
ス
で
活
用
で
き
る

森
林
に
つ
い
て
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
体
に
森
林
の
経

営
・
管
理
を
集
積
・
集
約
化
す
る
と
と
も
に
、
経
済
ベ
ー
ス
で
活
用

で
き
な
い
森
林
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
公
的
管
理
を
担
う
た
め
の
仕

組
み
で
あ
る
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
の
法
案
を
本
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。
ま
た

平
成
30
年
度
予
算
で
は
「
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
（
２
３
５
億

円
）」
を
新
設
し
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
体
に
対
し
て
路
網

整
備
、
機
械
導
入
を
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

林
業
の
収
益
性
向
上
に
向
け
て
、
川
上
に
お
け
る
生
産
コ
ス
ト
の
削

減
に
加
え
て
、
川
上
と
川
下
の
連
携
強
化
を
図
る
流
通
の
効
率
化
が

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
林
野
庁
と
し
て
も
関
係
者
の
先
進
的
な
取
組

を
強
く
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、
平
成
28
年
の
木
材
自
給
率
は
平
成
23

年
か
ら
６
年
連
続
し
て
上
昇
し
て
34
・
８
％
と
な
り
、
30
年
ぶ
り
に

昭
和
61
年
以
来
の
高
水
準
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
が
一
層

力
強
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
国
内
林
産
物
の
安
定
供
給
と
木
材
需
要

の
拡
大
に
従
来
に
増
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
新
た
な
木
材
需

要
の
創
出
に
向
け
て
は
、
木
造
率
が
低
位
に
と
ど
ま
る
非
住
宅
建
築
、

中
高
層
建
築
の
木
造
化
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等

の
需
要
拡
大
、
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
29
年
度
補
正
予
算
、
30
年
度
当
初
予
算
に
よ
り
、

格
付
実
績
の
低
い
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
に
対
し
て
調
達
費
を
支
援
し
、
Ａ

材
の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
共
建
築

物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
引
き
続
き
推
進
し
、
ま
た
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
熱
利
用
を
地
域
内
で
循
環
利
用
す
る
「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
取
り
組
む
ほ
か
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
機
会
も
活
用
し
て
我
が
国
の
培
っ
て
き

た
「
木
の
文
化
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
家
具
・
建
具
等
国
産
木

材
製
品
の
海
外
へ
の
輸
出
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
川
上
、
川
下
で
の
取
組
の
推
進
に
当
た
っ
て
効
果
的
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
新
技
術
に
注
目
す
べ
き
で
す
。
施
業
の
集

約
化
や
森
林
資
源
の
把
握
の
た
め
に
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
で
の
森
林
の

詳
細
把
握
や
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
伐
採

現
場
の
情
報
を
製
材
所
に
直
送
す
る
な
ど
川
上
・
川
下
で
の
需
給
情

報
の
同
時
共
有
な
ど
ス
マ
ー
ト
林
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
不
織
布
や
塗
料
で
の
商
品
化
や
改

質
リ
グ
ニ
ン
の
実
用
化
に
向
け
た
研
究
開
発
も
強
力
に
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
林
業
労
働
の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
高
性
能
林
業
機

械
の
利
用
拡
大
を
図
り
、
林
業
従
事
者
の
死
亡
事
故
の
減
少
、
労
働

条
件
の
改
善
な
ど
、
林
業
分
野
の
働
き
方
改
革
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
有
林
野
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
そ
の
組
織
・
技
術
力
を
生
か

し
つ
つ
国
有
林
野
を
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
、
民
有
林
と
も
一
体

的
に
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
一
層

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
が
効
率
的

に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
国
有
林
と
し
て
、
林
道
の
相
互
接
続
や
伐

採
木
の
協
調
出
荷
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
民
有
林
へ
の
技

術
普
及
や
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
体
に
よ
る
国
有
林
野
事

業
の
受
注
機
会
の
増
大
へ
の
配
慮
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

最
近
の
被
害
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
契
機
と
し
て
「
流
木
災
害
等
に

対
す
る
治
山
対
策
検
討
チ
ー
ム
」
が
行
っ
た
中
間
取
り
ま
と
め
を
踏

ま
え
、
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の
整
備
や
そ
の
機
能
回
復
に
必
要
な

管
理
道
の
整
備
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
の
た
め
の
間
伐
等
を
集

中
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
向
け
た
海
岸
防
災
林
の
整
備
な
ど
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

本
年
は
、
明
治
元
年
か
ら
起
算
し
て
満
１
５
０
年
に
当
た
り
ま
す
。

明
治
期
に
は
近
代
国
家
と
し
て
の
法
制
度
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
途
上
で
、
社
会
資
本
の
整
備
や
、
産
業
振
興
に
伴
う
木
材
需
要

の
増
加
に
よ
り
、
む
や
み
な
森
林
伐
採
が
各
地
で
行
わ
れ
、
森
林
の

荒
廃
の
結
果
発
生
し
た
山
地
災
害
や
水
害
を
防
ぐ
た
め
、
保
安
林
制

度
等
を
定
め
た
森
林
法
が
明
治
30
年
４
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
百
年
超
の
間
に
、
戦
後
復
興
時
の
造
林
、
高
度
成
長
期
の
住

宅
需
要
増
に
対
応
し
た
外
国
産
材
の
輸
入
増
な
ど
森
林
を
め
ぐ
る
社

会
情
勢
の
変
化
等
を
経
て
、
平
成
13
年
に
森
林
の
多
面
的
機
能
を
重

視
し
た
森
林
・
林
業
基
本
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
る
な
ど
法
制
度
も

変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
間
伐
が
重
要
視
さ

れ
て
き
た
一
方
で
、
過
去
に
例
を
見
な
い
程
に
森
林
資
源
が
充
実
し

た
今
日
、
主
伐
後
の
再
造
林
を
通
じ
た
森
林
資
源
の
循
環
の
確
立
と

い
う
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
、
本
年
前
半
に
予
定
し
て
い
る
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
法
案
審
議
な
ど
、
明
治
１
５
０
年
の
節

目
の
年
に
、
森
林
・
林
業
界
は
新
た
な
制
度
的
枠
組
み
の
下
で
、
大

き
な
改
革
に
挑
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
の
世
代
か
ら
受
け
継
い
で

き
た
伝
統
的
手
法
を
維
持
し
つ
つ
、
新
た
な
時
代
の
課
題
に
応
え
た

改
革
を
着
実
か
つ
果
敢
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
重
な
森
林
資

源
を
後
世
に
伝
え
る
我
々
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

全
国
の
森
林
・
林
業
の
発
展
と
、
関
係
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

林野庁長官

沖
おき
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